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「美術」（Ｔシャツ染めを体験しよう）学習指導案 
 

１．日時       令和５年１０月３日（火） 第３時限（10:35～11:15） 

２．場所       美術室１ 

３．学部・学年・組  高等部  

４．単元（題材）名  「Ｔシャツ染め～学習発表会にむけて～」 

５．単元（題材）目標 

  ・染色の技法を知り、作業工程を理解することができる。【知識及び技能】 

  ・表したいイメージを考えることができる。【思考力、判断力、表現力等】 

  ・制作過程を振り返り、発表することができる。【思考力、判断力、表現力等】 

  ・色の基本性質を理解し、色の持つ効果について知ることで、場面に応じて色使いを工夫し表現活動

に取り組むことができる。【学びに向かう力、人間性等】 

 

 

６．生徒観 

 本学年は、36 名の生徒が在籍しており、各教科や活動については、生徒の実態に応じて４グループに

分かれて授業を行っている。美術では、２グループに分かれて活動し、本授業の対象である１組班と３組

班は、特別支援学校学習指導要領の小学部３段階３名、中学部１段階３名、中学部２段階３名、高等部１

段階４名、高等部２段階４名と幅広い発達課題で構成されており、２グループの中では軽度の障がいの

ある班である。 

対象生徒の造形活動を行う上での実態としては、一斉指導で教員の説明を理解して活動できる生徒や

個別の言葉かけを必要とする生徒、集中力を持続させることが難しい生徒など必要となる支援は様々で

あるが、制作過程に見通しを持つことができると、制作に集中し取り組むことができる。しかし課題に対

してイメージを膨らませ制作に取り組むことが苦手な生徒も多く存在する。参考作品の提示やタブレッ

ト端末を使用し、視覚的に手順を理解できるような支援や、用具の効果的な使い方など一人ひとりの課

題に合わせた支援をすることで、制作活動に自信を持って意欲的・積極的に取り組む場面が増えた。 

 

７．教材観 

小学部３段階から高等部２段階の学習をする生徒で構成されているクループだが、４月に行った事前

アンケートでは、美術が好きという回答が１７名中９名と比較的多く、課題に対して積極的に取り組む

ことができる為、この単元では、特別支援学校学習指導要領中学部美術２段階の内容である、「ア 造形

的な視点について理解し，材料や用具の扱い方などを身に付けるとともに，多様な表し方を工夫する技

能を身に付けるようにする。」「イ 造形的なよさや面白さ，美しさ，表したいことや表し方などについて

考え，経験したことや想像したこと，材料などを基に，発想し構想するとともに，自分たちの作品や美術

作品などに親しみ自分の見方や感じ方を深めることができるようにする。」に重点を置いて授業を行って

いる。 
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本教材は、完成をイメージして折り方や絞り方を工夫し染色する。選択した色によって人に与える印象

は大きく異なり、いつ、どこで、どのように使うのか身に付ける場面を想像して設定する。色の選択をし、

染める体験を通して染め模様を味わいながら制作することの面白さを感じることが期待できる。完成後

は鑑賞を通して作品についての感想等を主体的に発表し、他の生徒と感じ取ったことや考えたことを発

表し合うことで、作品が持つ形や色彩などのよさや面白さ、美しさを自分なりに味わい自分の見方や感

じ方を深めることができるようにする。また、自ら学習発表会で着用するＴシャツとして制作し学習の

教材とすることで、行事に対する意識づけや、学習に対する意欲を高めるとともに自分のデザインに親

しみを持つことができることが期待できると考えた。 

 

 

８．指導観 

本グループの授業では、生徒が制作する楽しみを見出すためにも自主性を大切にした指導を行う。その

為に、生徒の実態や状況に応じた授業展開をするために制作状況の情報を共有することで課題を明確に

し、一人ひとりの課題に合わせた支援ができるようティームティーチングを活かした授業を展開するこ

とをこころがけている。また、生徒の興味・関心を引き出し、見通しを持って活動に取り組むことができ

るよう、生徒の実態に合った方法として、ＩＣＴ機器を活用した視覚的な理解を促す教材活用を用いて

いる。導入時には、制作過程の説明や見本をモニターで提示し、完成した作品のイメージを持たせ様々な

表現や面白さを味わわせる工夫をすることで、積極的に授業に取り組める環境を整えるようにしている。

制作過程で分からないことがあった場合は、近くの教員に聞く（相談）、課題が完成した際には「できま

した」と報告し、教師に伝えてから次の過程に移るなどの自ら状況の把握と解決に導く手段を取得する

ことで、授業を通して卒業後に向けて人に伝えることの大切さを学び、充実した学校生活を送り卒業後

の社会で生きていく力を付けていって欲しい。 

 

 

 

 

 

９．単元（題材）の評価規準 

Ａ 知識・技能 Ｂ 思考・判断・表現 Ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

① 表したいことに合わせて材料

や用具の使い方を知ってい

る。【知】 

② 折り染め、絞り染めなど染色

の技法を知り、理解すること

ができている。 

③ 形や色の変化を感じ、表現方

法を工夫し表している。【技】 

① イメージを基に表したいこと

や表し方を考えようとしてい

る。 

② 友だちの作品を見て、見方や

感じ方を深めようとしてい

る。 

③ 染料の特性を理解し、制作に

取り組もうとしている。 

① 課題に興味を持ち、積極的に

取り組もうとしている。 

② 完成をイメージして身に着け

る場面を考えて制作しようと

している。 

③ 友だちの発表を聞こうとして

いる。 
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10．単元（題材）の指導と評価の計画（全９時間、本時は第７時） 

次 時 学習内容 学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

１ 

１ 

２ 

「色について知ろう」 

 

 

 

 

「折り染め制作①」 

 

 

・暖色、寒色など色の

持つ効果について知

り、タブレット端末を

使用し、暖色・寒色の塗

分けを行う。 

・和紙を四角、三角な

ど様々な折り方を試

す。 

・電子黒板やタブレッ

ト端末を用いて、クイ

ズ形式で楽しく色につ

いて学べるようにす

る。 

・十分に試行錯誤でき

るよう、材料を多めに

準備する。 

Ａ①② 

Ｂ③ 

Ｃ① 

３ 

４ 

「折り染め制作②」 

 

 

 

 

「Ｔシャツ染めのアイ

デアスケッチを描こ

う」 

・前回、折った和紙を

染める。 

 

 

 

・タブレット端末を使

用し、アイデアスケッ

チを制作する。 

 

・絵の具で染める場所

によって模様が異なる

ことに気づかせる。 

・完成した作品を鑑賞

する時間を設ける。 

・電子黒板を使用し、参

考作品を鑑賞し、創作

イメージを膨らませ

る。 

・生徒が主体的に取り

組めるようにアイデア

スケッチに参考作品を

示す。 

Ａ①② 

Ｂ③ 

Ｃ①③ 

２ 

５ 

６ 

「ハンカチを染めよ

う」 

 

・染めの手順を学び、

制作工程を理解し、制

作に取り組む。 

・電子黒板を使用し、制

作手順を示す。 

・試作品を提示し、絞り

染めのイメージができ

るようにする。 

・場面に応じて個別で

言葉かけを行う。 

Ａ①② 

Ｂ③ 

Ｃ①③ 

７ 

本

時 

「Ｔシャツ染めをしよ

う」 

・染めの手順を再確認

し、制作工程を理解し

制作に取り組む。 

・電子黒板を使用し、制

作手順を示す。 

・試作品を提示し、絞り

染めのイメージができ

るようにする。 

・場面に応じて個別で

言葉かけを行う。 

Ａ①② 

Ｂ①② 

Ｃ①③ 
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３ 

８ 

９ 

まとめ ・完成したＴシャツを

鑑賞し感想を発表す

る。 

・電子黒板に作品の写

真を映し出し順番に発

表できる場面を設定す

る。 

Ａ③ 

Ｂ② 

Ｃ②③ 

 

11．本時の展開 

  (1) 本時の目標 

    ・折り染め、絞り染めの技法を知り、制作工程を理解することができる。【知識及び技能】 

・完成をイメージして表現したい色を選び、染色することができる。【思考力、判断力、表現力

等】 

    ・進んでイメージに合った教材・教具を手に取り制作を積極的に取り組むことができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

  (2) 本時の評価規準 

    ・表したいことに合わせて材料や用具を使い制作することができる。【知識及び技能】 

・イメージと合った色を選び、積極的に表現しようとしている。【思考力、判断力、表現力等】 

・進んで教材・教具を選ぶことができる。【学びに向かう力、人間性等】 

 

  (3) 本時で扱う教材・教具 

    Ｔシャツ、輪ゴム、染色液、定着液、バット、ワイヤーネット、手袋、エプロン、試作品      

電子黒板、タブレット端末、鑑賞ワークシート、バインダー 

 

 

 

  (4) 本時の学習過程 

時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点及び支援の手だて等 評価規準（評価方法） 

５ 

分 

 

導 

入 

・あいさつ 

 

・出席確認 

 

・前回の振り返り 

 

 

・本時の説明 

〇ねらい 

「完成をイメージして表現したい

色を選び、染色することができる」 

〇工程 

・日直を指名し、号令をかけるよう

に指示を出す。（Ｔ１） 

・生徒の様子から体調などを確認す

る。（Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４） 

・前回で取り組んだ内容をモニター

に掲示し、振り返ることができるよ

うな質問をする。 

・本時の予定を確認し、見通しを持

って授業が行えるようにする。 

・試作品を提示し、絞り方や模様に

ついてイメージできるようにする。 

・生徒の様子を見ながら発問し、今

・教員の方を向いて

あいさつができてい

る。 

 

・前回の学習内容を

覚えている。 
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 ①前回の振り返り。 

②アイデアスケッチを見ながら

Ｔシャツを染色液で染める。 

 ②完成した作品を鑑賞する。 

日取り組むことについて理解でき

ているか確認しながら説明を進め

る。 

３０

分 

 

展 

開 

・Ｔシャツ染めの制作 

各机の上に、Ｔシャツ、輪ゴム、手

袋、染色液、定着液、バット、ネッ

トを準備している。 

・エプロンを着用し、制作の準備に

取り掛かる。 

① 袋からＴシャツを取り出し、ア

イデアスケッチ（資料①）を見て

Ｔシャツを手順に沿って事前に

決めていた色になるよう染色液

で染める。 

② 片面ずつ染色液で染め、定着液

をかけることを両面繰り返す。 

③ 両面を染色することができたら

完成した作品をビニール袋に入

れる。 

・片付け 

① 完成した作品は机に置く。 

② 染色液、定着液のボトルを黒板

前の机に集める。 

③ バットに溜まった液は洗い場に

集める。 

④ 片付けが終わった生徒から着

席。 

・鑑賞準備 

① 鑑賞ワークシート（資料②）に自

分の感想と友達の感想を記入す

る。 

・モニターを使用し、制作手順を示

す。(Ｔ１) 

・試作品を提示し、絞り染めのイメ

ージができるようにする。 

・場面に応じて個別で言葉かけを行

う。（Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・区切りのついた生徒から片付けを

促す。（Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４） 

 

 

 

 

 

 

・手が止まっている生徒に言葉かけ

を行い鑑賞ワークシートへの記入

を促す。（Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４） 

・作品の写真を撮る(Ｔ１) 

・イメージを基に表

したいことや表し方

を考えることができ

る。 

・表したいことに合

わせて材料や用具を

使い、表し方を工夫し

制作することができ

る。 

・積極的に教材・教具

を選び制作に取り組

んでいる。 

５ 

分 

 

ま 

と 

め 

・本時の振り返り 

 

・次時の説明 

 

・あいさつ 

・本時の作品をモニターに掲示し、

取り組んだ内容を振り返る。(Ｔ１) 

・生徒を指名し、作品の感想を発表

できる場面を設定する。(Ｔ１) 

・次回の活動内容を伝え、見通しが

持てるようにする。 

・友だちの作品を見

て、見方や感じ方を深

めることができる。 

 

・教員の方を向いて

あいさつができてい



- 6 - 

 

・日直に、号令をかけるように指示

を出す。（Ｔ１） 

・正しい姿勢であいさつするように

促す。 

る。 

 

  (5) 教室配置等（正面を上にして、生徒や教員の位置、教材・教具の配置等を示す） 

 

※Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４は、それぞれのエリアをベースに担当し支援を行う。 
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資料① アイデアスケッチ           資料② 鑑賞ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 


